
要
 綱

対
 象

要
 綱

対
象

外
合

 計

公
営

住
宅

整
備

事
業

0
0

0
0

計
0

0
0

0

0
0

0
0

道
路

事
業

9
1

0
1

計
9

1
0

1

河
川

・
ダ

ム
及

び
海

岸
事

業
2

2
0

2

砂
防

・
地

す
べ

り
・
急

傾
斜

事
業

2
0

0
1

1

計
2
2

2
1

3

港
湾

整
備

事
業

0
0

0
0

水
産

関
係

公
共

事
業

（
漁

港
整

備
事

業
、

漁
港

海
岸

事
業

）
0

0
0

0

計
0

0
0

0

街
路

事
業

1
1

0
1

都
市

公
園

事
業

0
0

0
0

下
水

道
事

業
0

0
0

0

計
1

1
0

1

生
産

基
盤

整
備

事
業

1
5

6
0

6

農
村

整
備

事
業

4
0

1
1

農
地

保
全

事
業

8
0

1
1

計
2
7

6
2

8

林
道

事
業

0
0

0
0

治
山

事
業

3
3

0
1

1

計
3
3

0
1

1

9
2

1
0

4
1
4

平
成

2
8
年

度
　

公
共

事
業

事
後

評
価

実
施

事
業

部
名

局
名

事
業

名
対

象
事

業
箇

所
数

事
後

評
価

実
施

箇
所

数
特

記
事

項

港
湾

局

都
市

局
交

通
基

盤
部

道
路

局

農
地

局
要

綱
対

象
外

事
業

を
１

箇
所

選
定

森
林

局
要

綱
対

象
外

事
業

を
１

箇
所

選
定

交
通

基
盤

部
計

河
川

砂
防

局
要

綱
対

象
外

事
業

を
１

箇
所

選
定

く
ら

し
・
環

境
部

建
築

住
宅

局

く
ら

し
・
環

境
部

計

資
料

6
-
1

資料6 - 1



平
成

2
8
年

度
公

共
事

業
事

後
評

価
選

定
箇

所
表

資
料

6
-
2

(県
事

業
：
交

通
基

盤
部

所
管

事
業

）
◎

：
要

綱
基

準
  
○

：
要

綱
基

準
対

象
外

(単
位

：
百

万
円

）

事
業

期
間

上
段

：
当

初
上

段
：
当

初
Ａ

変
動

率
下

段
：
実

績
下

段
：
実

績
Ｂ

Ｂ
／

Ａ

南
北

軸
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

H
1
9
～

H
2
3

6
,2

8
7

産
業

・
観

光
活

性
化

へ
の

寄
与

H
1
9
～

H
2
3

7
,0

8
0

交
通

円
滑

化
（
す

れ
違

い
困

難
解

消
）

H
1
6
～

H
2
3

1
,4

5
0

安
全

性
向

上
H

1
6
～

H
2
3

1
,3

4
5

交
通

円
滑

化
（
渋

滞
解

消
）

H
1
5
～

H
2
3

1
,6

0
0

安
全

性
向

上
H

1
5
～

H
2
3

1
,7

5
5

交
通

円
滑

化
（
す

れ
違

い
困

難
解

消
）

H
1
9
～

H
2
3

9
5
0

安
全

性
向

上
H

1
9
～

H
2
3

8
9
0

交
通

円
滑

化
H

1
8
～

H
2
3

1
,0

0
0

安
全

性
向

上
H

1
8
～

H
2
3

1
,0

6
0

交
通

円
滑

化
H

1
9
～

H
2
3

1
1
0

安
全

性
向

上
H

1
9
～

H
2
3

1
0
0

交
通

円
滑

化
H

1
9
～

H
2
3

9
0

安
全

性
向

上
H

1
9
～

H
2
3

1
0
0

交
通

円
滑

化
H

2
0
～

H
2
4

1
5
0

安
全

性
向

上
H

2
0
～

H
2
3

1
4
0

交
通

円
滑

化
H

1
9
～

H
2
3

7
0

安
全

性
向

上
H

1
9
～

H
2
3

7
3

S
6
1
～

H
1
2

3
,2

7
2

S
6
1
～

H
2
0

1
,9

4
3

H
1
2
～

H
3
3

4
,8

6
4

H
1
2
～

H
2
0

1
,1

3
2

H
1
9
～

H
2
3

上
記

に
含

む

H
1
9
～

H
2
3

1
,8

0
1

S
6
1
～

H
2
6

1
,2

0
0

S
6
1
～

H
2
3

8
1
0

Ｈ
1
7
～

Ｈ
2
1

3
0
0

Ｈ
1
7
～

Ｈ
2
3

3
3
7

H
2
1
～

H
2
5

2
2
5

Ｈ
2
1
～

Ｈ
2
3

1
4
9

1
3

火
山

砂
防

事
業

深
良

川
右

支
川

裾
野

市
土

石
流

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
、

県
道

等
を

保
全

す
る

。
保

全
人

家
戸

数
　

２
戸

砂
防

堰
堤

工
　

１
基

0
.6

6

総
合

内
水

対
策

緊
急

事
業

河
川

改
修

　
2
.8

5
ｋ
ｍ

（
護

岸
）

橋
梁

　
3
橋

概
ね

１
５

０
年

に
１

度
の

豪
雨

に
対

し
、

浸
水

被
害

の
軽

減
が

図
ら

れ
た

。

河
川

改
修

　
1
0
.6

5
ｋ
ｍ

（
護

岸
）

0
.5

9

河
川

改
修

　
1
.4

5
ｋ
ｍ

（
護

岸
）

橋
梁

　
2
橋

総
合

流
域

防
災

事
業

東
伊

豆
町

9
道

路
改

築
（
一

）
大

河
内

森
線

森
町

狭
隘

区
間

を
解

消
し

、
安

全
で

円
滑

な
交

通
の

確
保

を
図

る
。

延
長

　
1
0
0
m

幅
員

　
7
.0

ｍ
1
.0

4

8
道

路
改

築
（
一

）
吉

沢
金

谷
線

菊
川

市

7
道

路
改

築
（
一

）
南

伊
豆

松
崎

線
松

崎
町

狭
隘

区
間

を
解

消
し

、
安

全
で

円
滑

な
交

通
の

確
保

を
図

る
。

延
長

　
1
3
0
m

幅
員

　
7
.0

ｍ
1
.1

1

狭
隘

区
間

を
解

消
し

、
安

全
で

円
滑

な
交

通
の

確
保

を
図

る
。

延
長

　
3
0
0
m

幅
員

　
1
0
.5

ｍ
0
.9

3

延
長

　
1
2
0
m

幅
員

　
7
.0

ｍ
0
.9

1
6

道
路

改
築

（
一

）
湯

ヶ
野

松
崎

線
河

津
町

掛
川

市

4
道

路
改

築
（
一

）
中

大
見

八
幡

野
線

伊
東

市

1
.1

0

0
.9

3
伊

豆
市

現
道

の
す

れ
違

い
困

難
解

消
と

歩
行

者
等

安
全

対
策

の
向

上
の

た
め

、
バ

イ
パ

ス
整

備

1
02

道
路

改
築

（
一

）
修

善
寺

天
城

湯
ヶ

島
線

5
道

路
改

築
（
主

）
相

良
大

須
賀

線

3
道

路
改

築
（
主

）
三

島
裾

野
線

裾
野

市

（
国

）
4
7
3
号

牧
之

原
市

南
北

軸
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

を
強

化
し

、
陸

・
海

・
空

の
総

合
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

た
め

の
バ

イ
パ

ス
整

備

延
長

　
5
,5

0
0
ｍ

幅
員

　
1
0
.0

m

№
関

係
市

町

二
級

河
川

　
太

田
川

（
ぼ

う
僧

川
工

区
）

箇
所

名
事

業
名

1
道

路
改

築
1
.1

3
新

設
に

係
る

事
業

の
う

ち
、

計
画

延
長

及
び

全
体

事
業

費
も

要
領

上
の

範
囲

で
あ

る
た

め
。

◎

委
員

の
選

定

事
　

　
業

　
　

概
　

　
要

事
業

目
的

事
業

効
果

事
業

内
容

特
記

事
項

Ｈ
2
8
年

度
事

後
評

価
実

施
全

体
事

業
費

広
域

河
川

改
修

事
業

◎

0
.6

0
H

1
9
か

ら
は

総
合

内
水

対
策

緊
急

事
業

に
て

実
施

。

二
級

河
川

　
今

ノ
浦

川

0
.6

8

磐
田

市
磐

田
市

大
原

地
区

他
を

氾
濫

、
浸

水
被

害
か

ら
守

る
。

概
ね

２
０

年
に

１
度

の
豪

雨
に

対
し

、
内

水
浸

水
被

害
の

軽
減

が
図

ら
れ

た
。

二
級

河
川

　
太

田
川

（
今

ノ
浦

川
工

区
）

富
士

宮
市

1
1

1
2

火
山

砂
防

事
業

濁
川

一
級

河
川

　
稲

瀬
川

0
.9

4

掛
川

市
南

北
道

路
の

一
部

を
構

成
し

、
合

併
前

旧
市

町
間

の
交

通
円

滑
化

の
た

め
、

バ
イ

パ
ス

整
備

延
長

　
8
6
0
m

幅
員

　
1
0
.5

ｍ
1
.0

6

狭
隘

区
間

を
解

消
し

、
安

全
で

円
滑

な
交

通
の

確
保

を
図

る
。

土
石

流
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

等
を

保
全

す
る

。
保

全
人

家
戸

数
　

９
３

戸
砂

防
堰

堤
工

　
１

基
1
.1

2

延
長

　
1
0
4
0
m

幅
員

　
1
0
.5

ｍ

幅
員

狭
隘

及
び

交
通

不
能

区
間

の
解

消
の

た
め

、
バ

イ
パ

ス
整

備
延

長
　

1
0
0
0
m

幅
員

　
1
2
.0

ｍ

国
道

２
４

６
号

と
県

道
と

を
東

西
で

結
び

、
地

域
の

渋
滞

解
消

に
資

す
る

べ
く

バ
イ

パ
ス

整
備

延
長

　
3
0
0
m

幅
員

　
1
1
.5

ｍ

河
川

改
修

　
0
.7

2
ｋ
ｍ

（
築

堤
）

富
士

川
本

川
の

背
水

対
策

と
し

て
、

富
士

宮
市

内
房

地
区

を
氾

濫
、

浸
水

被
害

か
ら

守
る

。
◎

特
殊

堤
（
パ

ラ
ペ

ッ
ト

）
方

式
の

採
用

に
よ

り
、

用
地

費
の

費
用

削
減

を
図

っ
た

。
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事
業

期
間

上
段

：
当

初
上

段
：
当

初
Ａ

変
動

率
下

段
：
実

績
下

段
：
実

績
Ｂ

Ｂ
／

Ａ

№
関

係
市

町
箇

所
名

事
業

名
委

員
の

選
定

事
　

　
業

　
　

概
　

　
要

事
業

目
的

事
業

効
果

事
業

内
容

特
記

事
項

Ｈ
2
8
年

度
事

後
評

価
実

施
全

体
事

業
費

H
1
8
～

H
2
1

1
8
0

H
1
8
～

H
2
3

2
2
0

H
1
7
～

H
2
1

3
5
0

H
1
7
～

H
2
3

3
8
9

H
1
8
～

H
2
2

3
3
0

H
1
8
～

H
2
3

3
4
2

H
1
9
～

H
2
2

1
5
1

H
1
9
～

H
2
3

2
7
5

H
1
7
～

H
2
2

3
6
3

H
1
6
～

H
2
3

1
4
3

H
1
4
～

H
2
3

3
3
8

H
1
4
～

H
2
2

3
0
5

人
家

 4
7
戸

　
　

県
道

7
2
7
ｍ

H
1
8
～

H
2
3

3
7
5

畑
 3

.2
h
a　

　
幼

稚
園

 1
棟

H
1
8
～

H
2
2

3
1
4

人
家

　
9
戸

　
県

道
2
3
3
0
ｍ

H
1
5
～

H
2
4

1
,2

3
2

町
道

1
3
4
0
ｍ

　
農

地
　

7
.0

h
a

H
1
5
～

H
2
2

3
4
0

人
家

　
1
8
戸

　
町

道
　

1
,8

4
0
ｍ

H
1
6
～

H
2
1

5
5
4

農
地

　
9
.8

3
h
a

H
1
6
～

H
2
2

3
2
3

H
2
0
～

H
2
3

1
2
6

H
2
0
～

H
2
3

1
9
7

H
1
9
～

H
2
4

2
3
6

H
1
9
～

H
2
3

3
2
9

H
1
9
～

H
2
3

1
5
0

H
1
9
～

H
2
3

2
2
6

H
1
9
～

H
2
3

1
5
0

H
1
9
～

H
2
3

1
9
9

H
1
8
～

H
2
3

2
5
0

H
1
8
～

H
2
3

2
7
6

H
2
1
～

H
2
4

4
0
0

H
2
1
～

H
2
3

1
9
1

H
2
0
～

H
2
3

1
4
5

H
2
0
～

H
2
3

1
8
4

H
1
9
～

H
2
4

1
7
9

H
1
9
～

H
2
3

2
4
1

2
9

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

伊
久

美
唐

沢
口

島
田

市
が

け
崩

れ
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

等
の

保
全

保
全

人
家

戸
数

１
１

戸
擁

壁
工

　
2
8
4
ｍ

1
.2

7

3
0

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

新
野

木
ヶ

谷
御

前
崎

市
が

け
崩

れ
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

等
の

保
全

保
全

人
家

戸
数

１
１

戸
擁

壁
工

　
4
0
8
ｍ

1
.3

5

1
.1

0
2
7

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

中
河

内
向

田
静

岡
市

が
け

崩
れ

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

の
保

全
保

全
人

家
戸

数
１

９
戸

擁
壁

工
　

2
9
9
ｍ

2
8

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

諸
木

沢
静

岡
市

が
け

崩
れ

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

の
保

全
保

全
人

家
戸

数
１

９
戸

擁
壁

工
　

2
8
1
ｍ

0
.4

8

が
け

崩
れ

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

の
保

全
保

全
人

家
戸

数
１

１
戸

擁
壁

工
　

2
8
6
ｍ

1
.3

9

擁
壁

工
　

9
0
ｍ

1
.5

1
2
5

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

横
瀬

伊
豆

市

1
.3

3
2
6

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

上
船

原
沢

尻
伊

豆
市

擁
壁

工
　

1
5
7
ｍ

が
け

崩
れ

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

の
保

全
保

全
人

家
戸

数
１

１
戸

擁
壁

工
　

1
7
7
ｍ

が
け

崩
れ

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

の
保

全
保

全
人

家
戸

数
１

０
戸

2
2

林
野

地
す

べ
り

防
止

事
業

天
宮

森
町

地
す

べ
り

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
、

人
家

等
を

保
全

す
る

。

ア
ン

カ
ー

工
　

1
、

8
7
6
ｍ

ボ
ー

リ
ン

グ
暗

渠
工

　
3
,7

2
ｍ

水
路

工
　

4
9
3
.2

ｍ
谷

止
工

　
2
基

0
.5

8

が
け

崩
れ

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

の
保

全
保

全
人

家
戸

数
１

３
戸

1
.5

6

地
す

べ
り

を
抑

止
・
抑

制
し

、
人

家
・
公

共
施

設
等

を
保

全
す

る
。

2
4

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

上
船

原
浜

井
場

伊
豆

市

2
3

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

八
幡

山
熱

海
市

地
す

べ
り

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
、

人
家

等
を

保
全

す
る

。

ア
ン

カ
ー

工
　

1
,7

7
2
.5

m
ﾎ

ﾞｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ暗

渠
工

　
2
,2

1
2
.0

m
集

水
井

工
　

1
基

排
土

工
　

2
,3

5
3
.0

m
3

0
.8

4
2
0

林
野

地
す

べ
り

防
止

事
業

下
島

藤
枝

市

1
9

林
野

地
す

べ
り

防
止

事
業

本
谷

沢
静

岡
市

人
家

　
1
4
戸

1
級

河
川

　
安

倍
川

支
流

仙
俣

川
林

道
　

2
,6

3
0
m

畑
　

5
.2

h
a

集
水

井
　

3
基

集
水

ボ
ー

リ
ン

グ
　

3
4
9
0
m

土
留

工
　

1
6
基

水
路

工
　

2
1
3
.6

m

0
.9

0

1
.8

2
要

綱
対

象
外

事
業

の
う

ち
、

変
動

率
が

最
大

2
1

林
野

地
す

べ
り

防
止

事
業

田
能

森
町

地
す

べ
り

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
、

人
家

等
を

保
全

す
る

。

ア
ン

カ
ー

工
　

1
,1

1
7
ｍ

集
水

井
　

2
基

ボ
ー

リ
ン

グ
暗

渠
工

　
1
,2

7
0
ｍ

谷
止

工
　

1
基

0
.2

8

1
7

通
常

砂
防

事
業

小
胡

挟
沢

藤
枝

市

1
8

地
す

べ
り

対
策

事
業

上
川

原
掛

川
市

1
.1

1

地
す

べ
り

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

の
保

全
保

全
人

家
戸

数
２

９
戸

地
下

水
排

除
工

　
２

，
６

０
６

ｍ
0
.3

9

土
石

流
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

等
を

保
全

す
る

。
保

全
人

家
戸

数
　

1
6
戸

砂
防

堰
堤

工
　

１
基

栗
尾

沢
静

岡
市

1
5

火
山

砂
防

事
業

寸
場

川
伊

豆
市

土
石

流
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

、
老

人
福

祉
施

設
等

を
保

全
す

る
。

保
全

人
家

戸
数

　
３

戸
老

人
福

祉
施

設
１

棟
砂

防
堰

堤
工

　
１

基

土
石

流
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

、
県

道
等

を
保

全
す

る
。

保
全

人
家

戸
数

　
６

戸
砂

防
堰

堤
工

　
１

基
1
.0

4

砂
防

堰
堤

工
　

１
基

1
.2

2
1
4

火
山

砂
防

事
業

守
木

山
田

川
伊

豆
の

国
市

1
6

通
常

砂
防

事
業

土
石

流
に

よ
る

土
砂

災
害

か
ら

人
家

等
を

保
全

す
る

。
保

全
人

家
戸

数
　

４
２

戸

○
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事
業

期
間

上
段

：
当

初
上

段
：
当

初
Ａ

変
動

率
下

段
：
実

績
下

段
：
実

績
Ｂ

Ｂ
／

Ａ

№
関

係
市

町
箇

所
名

事
業

名
委

員
の

選
定

事
　

　
業

　
　

概
　

　
要

事
業

目
的

事
業

効
果

事
業

内
容

特
記

事
項

Ｈ
2
8
年

度
事

後
評

価
実

施
全

体
事

業
費

H
1
7
～

H
2
0

2
9
5

H
1
7
～

H
2
4

4
3
3

Ｈ
1
7
～

Ｈ
2
3

9
5
5

Ｈ
1
7
～

Ｈ
2
3

1
,1

6
3

H
1
8
～

H
2
2

1
6
5

H
1
8
～

H
2
2

1
6
3

H
2
0
～

H
2
2

4
1

H
2
0
～

H
2
2

3
7

H
1
9
～

H
2
4

4
0
4

H
1
9
～

H
2
2

4
5
0

H
2
0
～

H
2
3

4
0
7

H
2
0
～

H
2
2

1
7
1

H
2
0
～

H
2
3

1
0
8

H
2
0
～

H
2
2

1
2
1

H
1
8
～

H
2
2

5
0
4

H
1
8
～

H
2
2

5
1
2

S
4
9
～

H
1
4

2
1
,0

7
8

S
4
9
～

H
2
2

1
6
,0

2
2

H
5
～

H
7

1
,4

0
0

H
5
～

H
2
2

2
,9

8
8

H
1
2
～

H
1
6

9
9
3

H
1
2
～

H
2
2

8
3
7

H
1
5
～

H
1
9

5
6
3

H
1
5
～

H
2
2

6
5
9

H
1
7
～

H
2
2

9
9
6

H
1
7
～

H
2
2

1
,0

9
6

H
1
7
～

H
2
2

1
,3

1
0

H
1
7
～

H
2
2

9
5
5

H
8
～

H
1
0

1
,2

0
0

H
8
～

H
2
2

1
,3

6
3

S
5
7
～

S
6
1

3
,8

0
0

S
5
7
～

H
2
2

9
,0

3
3

◎
2
.3

8

幹
線

道
路

を
整

備
し

、
農

作
物

、
資

材
の

運
搬

の
円

滑
化

と
農

業
生

産
の

近
代

化
、

農
村

環
境

の
改

善
を

図
る

。

輸
送

や
通

作
の

時
間

短
縮

、
輸

送
時

の
荷

痛
み

の
減

少
に

よ
り

、
農

業
生

産
性

の
向

上
が

図
ら

れ
た

。
1
.1

4
4
5

一
般

農
道

整
備

事
業

上
野

筏
戸

浜
松

市
農

道
工

　
延

長
1
,7

5
0
m

◎

4
6

広
域

営
農

団
地

農
道

整
備

事
業

榛
南

牧
之

原
市

、
吉

田
町

幹
線

道
路

を
整

備
し

、
農

作
物

、
資

材
の

運
搬

の
円

滑
化

と
農

業
生

産
の

近
代

化
、

農
村

環
境

の
改

善
を

図
る

。

輸
送

や
通

作
の

時
間

短
縮

、
輸

送
時

の
荷

痛
み

の
減

少
に

よ
り

、
農

業
生

産
性

の
向

上
が

図
ら

れ
た

。
農

道
工

　
延

長
1
0
,6

9
2
m

4
3

畑
地

帯
総

合
整

備
事

業
富

士
西

富
士

市
、

富
士

宮
市

樹
園

地
の

総
合

的
な

基
盤

整
備

を
行

い
、

生
産

力
増

強
・
省

力
化

、
農

業
経

営
の

安
定

化
に

よ
る

担
い

手
の

支
援

を
図

る
。

一
体

的
な

整
備

に
よ

り
生

産
性

の
向

上
と

担
い

手
に

よ
る

効
率

的
、

安
定

的
な

農
業

経
営

と
地

域
農

業
の

振
興

が
図

ら
れ

た
。

農
道

工
　

延
長

1
,2

2
0
m

、
畑

地
か

ん
が

い
　

面
積

1
5
9
ｈ

ａ

4
4

畑
地

帯
総

合
整

備
事

業
牧

之
原

朝
比

奈
御

前
崎

市

樹
園

地
の

総
合

的
な

基
盤

整
備

を
行

い
、

生
産

力
増

強
・
省

力
化

、
農

業
経

営
の

安
定

化
に

よ
る

担
い

手
の

支
援

を
図

る
。

一
体

的
な

整
備

に
よ

り
生

産
性

の
向

上
と

担
い

手
に

よ
る

効
率

的
、

安
定

的
な

農
業

経
営

と
地

域
農

業
の

振
興

が
図

ら
れ

た
。

畑
地

か
ん

が
い

　
面

積
7
7
h
a、

揚
水

機
場

工
　

6
箇

所
0
.7

3

1
.1

7

◎
1
.1

0

樹
園

地
の

総
合

的
な

基
盤

整
備

を
行

い
、

生
産

力
増

強
・
省

力
化

、
農

業
経

営
の

安
定

化
に

よ
る

担
い

手
の

支
援

を
図

る
。

一
体

的
な

整
備

に
よ

り
生

産
性

の
向

上
と

担
い

手
に

よ
る

効
率

的
、

安
定

的
な

農
業

経
営

と
地

域
農

業
の

振
興

が
図

ら
れ

た
。

0
.8

4
4
1

畑
地

帯
総

合
整

備
事

業
駒

越
静

岡
市

農
道

工
　

延
長

1
,8

0
2
m

、
畑

地
か

ん
が

い
　

面
積

3
2
ｈ

ａ

4
2

畑
地

帯
総

合
整

備
事

業
大

久
保

富
士

市

樹
園

地
の

総
合

的
な

基
盤

整
備

と
担

い
手

育
成

を
併

せ
行

い
、

生
産

力
増

強
・
省

力
化

、
農

業
経

営
の

安
定

化
を

図
る

。

一
体

的
な

整
備

に
よ

り
生

産
性

の
向

上
と

担
い

手
に

よ
る

効
率

的
、

安
定

的
な

農
業

経
営

と
地

域
農

業
の

振
興

が
図

ら
れ

た
。

畑
地

か
ん

が
い

　
面

積
6
.8

ｈ
ａ
、

区
画

整
理

工
　

面
積

1
4
ｈ

ａ

◎

3
9

畑
地

帯
総

合
整

備
事

業
牧

之
原

菊
川

菊
川

市

樹
園

地
の

総
合

的
な

基
盤

整
備

と
担

い
手

育
成

を
併

せ
行

い
、

生
産

力
増

強
・
省

力
化

、
農

業
経

営
の

安
定

化
を

図
る

。

一
体

的
な

整
備

に
よ

り
生

産
性

の
向

上
と

担
い

手
に

よ
る

効
率

的
、

安
定

的
な

農
業

経
営

と
地

域
農

業
の

振
興

が
図

ら
れ

た
。

農
道

工
　

延
長

5
5
,6

3
1
m

、
畑

地
か

ん
が

い
　

面
積

1
9
0
h
a、

排
水

路
延

長
3
9
,5

3
4
m

4
0

畑
地

帯
総

合
整

備
事

業
梅

島
静

岡
市

樹
園

地
の

総
合

的
な

基
盤

整
備

と
担

い
手

育
成

を
併

せ
行

い
、

生
産

力
増

強
・
省

力
化

、
農

業
経

営
の

安
定

化
を

図
る

。

一
体

的
な

整
備

に
よ

り
生

産
性

の
向

上
と

担
い

手
に

よ
る

効
率

的
、

安
定

的
な

農
業

経
営

と
地

域
農

業
の

振
興

が
図

ら
れ

た
。

農
道

工
　

延
長

1
,1

6
1
m

、
区

画
整

理
工

　
面

積
5
0
ｈ

ａ
2
.1

3

1
.0

2

◎
0
.7

6

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
低

下
し

た
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

を
更

新
し

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
機

能
の

効
率

的
な

保
全

を
図

る
。

用
水

路
の

更
新

に
よ

り
、

施
設

の
長

寿
命

化
と

用
水

の
安

定
供

給
が

図
ら

れ
た

。
1
.1

2
3
7

基
幹

水
利

施
設

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

篠
原

用
水

浜
松

市
用

水
路

補
修

工
　

延
長

1
,0

8
3
m

3
8

新
農

業
水

利
シ

ス
テ

ム
保

全
整

備
事

業
菊

川
左

岸
幹

線
掛

川
市

、
菊

川
市

効
率

的
な

水
管

理
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

安
定

的
な

用
水

供
給

と
管

理
労

力
の

軽
減

、
営

農
体

制
を

強
化

を
図

る
。

農
業

水
利

施
設

の
効

率
的

管
理

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

よ
り

、
管

理
労

力
の

軽
減

が
図

ら
れ

た
。

用
水

路
改

修
、

分
水

施
設

設
置

等
1
式

3
5

基
幹

水
利

施
設

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

浜
名

浜
松

市

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
低

下
し

た
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

を
更

新
し

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
機

能
の

効
率

的
な

保
全

を
図

る
。

用
水

路
の

更
新

に
よ

り
、

施
設

の
長

寿
命

化
と

用
水

の
安

定
供

給
が

図
ら

れ
た

。
用

水
路

補
修

工
　

延
長

1
,8

1
1
m

3
6

基
幹

水
利

施
設

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

秋
葉

浜
松

市

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
低

下
し

た
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

を
更

新
し

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
機

能
の

効
率

的
な

保
全

を
図

る
。

用
水

路
の

更
新

に
よ

り
、

施
設

の
長

寿
命

化
と

用
水

の
安

定
供

給
が

図
ら

れ
た

。

水
管

橋
補

修
工

　
2
箇

所
、

取
水

口
補

修
工

　
1
箇

所
、

水
管

理
シ

ス
テ

ム
更

新
　

1
式

0
.4

2

0
.9

0

1
.1

1

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
低

下
し

た
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

を
更

新
し

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
機

能
の

効
率

的
な

保
全

を
図

る
。

用
水

路
の

更
新

に
よ

り
、

施
設

の
長

寿
命

化
と

用
水

の
安

定
供

給
が

図
ら

れ
た

。
0
.9

9
3
3

基
幹

水
利

施
設

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

横
須

賀
掛

川
市

、
袋

井
市

用
水

路
補

修
工

　
延

長
1
,0

6
3
m

3
4

基
幹

水
利

施
設

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

事
業

原
谷

野
川

掛
川

市

老
朽

化
等

に
よ

り
機

能
低

下
し

た
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

を
更

新
し

、
施

設
の

長
寿

命
化

と
機

能
の

効
率

的
な

保
全

を
図

る
。

用
水

路
の

更
新

に
よ

り
、

施
設

の
長

寿
命

化
と

用
水

の
安

定
供

給
が

図
ら

れ
た

。
用

水
路

補
修

工
 延

長
2
6
2
m

3
1

急
傾

斜
地

崩
壊

対
策

事
業

渡
ヶ

島
久

保
浜

松
市

が
け

崩
れ

に
よ

る
土

砂
災

害
か

ら
人

家
等

の
保

全
保

全
人

家
戸

数
２

８
戸

擁
壁

工
　

6
0
7
ｍ

1
.4

7

吉
田

町
交

通
混

雑
を

緩
和

し
円

滑
な

交
通

を
確

保
す

る
と

と
も

に
安

全
で

快
適

な
歩

行
空

間
を

形
成

す
る

。
1
.2

2
3
2

街
路

整
備

事
業

都
市

計
画

道
路

榛
南

幹
線

　
（
山

八
工

区
）

延
長

　
6
2
2
ｍ

幅
員

　
2
5
ｍ

・
円

滑
な

交
通

の
確

保
・
安

全
な

歩
行

空
間

の
創

出
◎

県
道

焼
津

榛
原

線
の

バ
イ

パ
ス

資料6 - 4



事
業

期
間

上
段

：
当

初
上

段
：
当

初
Ａ

変
動

率
下

段
：
実

績
下

段
：
実

績
Ｂ

Ｂ
／

Ａ

№
関

係
市

町
箇

所
名

事
業

名
委

員
の

選
定

事
　

　
業

　
　

概
　

　
要

事
業

目
的

事
業

効
果

事
業

内
容

特
記

事
項

Ｈ
2
8
年

度
事

後
評

価
実

施
全

体
事

業
費

H
1
～

H
9

1
,0

3
1

H
1
～

H
2
2

2
,0

1
4

H
2
0
～

H
2
4

2
6
0

H
2
0
～

H
2
2

4
1

H
1
3
～

H
1
7

1
,7

7
0

H
1
3
～

H
2
2

9
2
4

H
1
6
～

H
2
1

6
6
0

H
1
6
～

H
2
2

5
8
5

H
1
6
～

H
2
1

4
9
5

H
1
6
～

H
2
2

5
1
6

H
1
7
～

H
1
9

3
7
7

H
1
7
～

H
2
2

6
3
6

H
2
1
～

H
2
2

3
4

H
2
1
～

H
2
2

3
4

H
2
0
～

H
2
2

1
7
4

H
2
0
～

H
2
2

1
3
9

H
1
4
～

H
1
9

8
6
7

H
1
4
～

H
2
2

4
0
2

H
1
5
～

H
1
8

1
6
7

H
1
5
～

H
2
2

2
0
9

H
2
0
～

H
2
2

2
8
4

H
2
0
～

H
2
2

1
6
2

H
2
1
～

H
2
2

4
5

H
2
1
～

H
2
2

4
5

H
2
2

3
3

H
2
2

1
0

H
2
2

2
0

H
2
2

2
0

H
2
0
～

H
2
4

9
4

H
2
0
～

H
2
2

6
5

H
2
0
～

H
2
2

1
1
9

H
2
0
～

H
2
2

8
6

6
2

治
山

事
業

(復
旧

治
山

)
湯

ヶ
島

（
釜

石
）

伊
豆

市
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
7
基

神
座

用
水

島
田

市

0
.7

2

0
.6

9

老
朽

化
し

た
用

水
路

を
改

修
し

、
水

路
や

法
面

の
崩

落
に

よ
る

、
周

辺
の

農
地

及
び

人
家

等
へ

の
湛

水
被

害
の

未
然

防
止

を
図

る
。

治
水

機
能

が
改

善
さ

れ
、

安
全

・
安

心
な

生
活

環
境

、
農

業
経

営
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

排
水

路
工

　
延

長
1
0
5
m

5
8

5
9

た
め

池
等

整
備

事
業

一
宮

磐
田

市
、

森
町

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
5
基

6
0

治
山

事
業

(予
防

治
山

)
安

良
里

(小
谷

）
賀

茂
郡

西
伊

豆
町

荒
廃

の
き

ざ
し

の
あ

る
渓

流
な

ど
の

荒
廃

危
険

山
地

の
崩

壊
等

を
未

然
に

防
止

す
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

6
1

治
山

事
業

(復
旧

治
山

)
小

山
(和

手
川

)
駿

東
郡

小
山

町

0
.8

0

谷
止

工
1
基

1
.0

0

た
め

池
等

整
備

事
業

正
道

掛
川

市

頭
首

工
　

1
箇

所

治
水

機
能

が
劣

っ
て

い
る

農
業

用
河

川
工

作
物

の
応

急
対

策
を

行
い

、
農

地
及

び
人

家
等

の
洪

水
被

害
を

未
然

に
防

止
す

る
。

治
水

機
能

が
改

善
さ

れ
、

安
全

・
安

心
な

生
活

環
境

、
農

業
経

営
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

頭
首

工
　

1
箇

所
0
.5

7

◯

0
.3

0

排
水

機
場

工
　

1
箇

所

た
め

池
等

整
備

事
業

大
井

口
富

士
宮

市

治
水

機
能

が
劣

っ
て

い
る

農
業

用
河

川
工

作
物

の
応

急
対

策
を

行
い

、
農

地
及

び
人

家
等

の
洪

水
被

害
を

未
然

に
防

止
す

る
。

治
水

機
能

が
改

善
さ

れ
、

安
全

・
安

心
な

生
活

環
境

、
農

業
経

営
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

1
.0

0

事
業

費
が

1
0
億

円
以

下
の

た
め

対
象

外
事

業
で

あ
る

が
、

農
地

保
全

事
業

を
代

表
す

る
工

種
で

あ
り

、
同

種
事

業
の

参
考

と
な

る

5
7

5
6

た
め

池
等

整
備

事
業

ダ
ム

に
堆

積
し

た
土

砂
の

撤
去

を
行

い
、

ダ
ム

機
能

の
回

復
を

図
る

。

堆
積

土
砂

の
撤

去
に

よ
り

、
洪

水
調

節
容

量
が

確
保

さ
れ

、
下

流
域

の
安

全
・
安

心
な

生
活

環
境

が
確

保
さ

れ
た

。

浚
渫

工
　

土
量

9
0
,0

0
0
m

3
施

設
機

械
工

　
1
式

1
.6

9

5
5

湛
水

防
除

事
業

南
田

磐
田

市

排
水

機
場

を
整

備
し

、
農

地
及

び
人

家
等

の
湛

水
被

害
を

未
然

に
防

止
し

、
農

業
生

産
の

維
持

と
農

業
経

営
の

安
定

を
図

る
。

湛
水

被
害

が
未

然
に

防
止

さ
れ

、
安

全
・
安

心
な

生
活

環
境

、
農

業
経

営
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

排
水

機
場

工
　

1
箇

所
0
.4

6

老
朽

化
し

た
用

水
路

を
改

修
し

、
水

路
や

法
面

の
崩

落
に

よ
る

、
周

辺
の

農
地

及
び

人
家

等
へ

の
湛

水
被

害
の

未
然

防
止

を
図

る
。

治
水

機
能

が
改

善
さ

れ
、

安
全

・
安

心
な

生
活

環
境

、
農

業
経

営
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

用
水

路
工

　
延

長
4
4
1
m

1
.2

5

5
2

防
災

ダ
ム

事
業

大
倉

川
富

士
宮

市

1
.0

0

排
水

機
場

を
整

備
し

、
農

地
及

び
人

家
等

の
湛

水
被

害
を

未
然

に
防

止
し

、
農

業
生

産
の

維
持

と
農

業
経

営
の

安
定

を
図

る
。

施
設

機
能

の
維

持
が

図
ら

れ
、

安
全

・
安

心
な

生
活

環
境

、
農

業
経

営
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

5
3

防
災

ダ
ム

事
業

大
代

島
田

市
老

朽
化

し
た

観
測

機
器

を
更

新
し

、
豪

雨
時

の
迅

速
な

状
況

把
握

と
避

難
対

策
等

の
体

制
の

強
化

を
図

る
。

的
確

な
ダ

ム
監

視
が

可
能

と
な

り
、

下
流

域
の

安
全

・
安

心
な

生
活

環
境

が
確

保
さ

れ
た

。
監

視
シ

ス
テ

ム
　

1
式

5
4

湛
水

防
除

事
業

新
居

湖
西

市

農
業

用
用

水
路

や
農

道
の

整
備

に
よ

り
農

業
生

産
性

の
向

上
や

農
業

集
落

道
の

整
備

に
よ

り
農

村
生

活
環

境
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

農
業

用
用

排
水

施
設

　
4
箇

所
、

農
道

整
備

　
延

長
3
4
9
m

、
、

活
性

化
施

設
　

1
箇

所
等

0
.8

9

5
1

農
村

振
興

総
合

整
備

事
業

伊
豆

長
岡

・
韮

山
・
大

仁
伊

豆
の

国
市

農
業

生
産

基
盤

と
農

村
生

活
環

境
の

整
備

を
行

い
、

地
域

農
業

の
健

全
な

発
展

と
農

村
の

総
合

的
な

振
興

を
図

る
。

4
9

中
山

間
地

域
総

合
整

備
事

業
龍

山
浜

松
市

農
業

生
産

基
盤

と
な

る
農

道
や

農
業

用
水

施
設

な
ど

や
生

活
環

境
基

盤
と

な
る

集
落

道
な

ど
を

整
備

し
、

地
域

の
活

性
化

を
図

る
。

1
.0

4

農
業

用
用

水
路

や
集

落
道

等
の

整
備

に
よ

り
、

農
業

生
産

性
や

農
村

生
活

環
境

が
向

上
し

、
総

合
的

な
農

村
振

興
が

図
ら

れ
た

。

農
業

用
用

排
水

施
設

　
延

長
5
7
8
m

、
農

業
集

落
道

整
備

　
延

長
1
,6

4
0
m

、
生

態
系

保
全

　
3
箇

所
等

、
集

落
農

園
整

備
　

1
箇

所
等

5
0

中
山

間
地

域
総

合
整

備
事

業
天

城
湯

ヶ
島

伊
豆

市

農
業

生
産

基
盤

と
な

る
農

道
や

農
業

用
水

施
設

な
ど

や
生

活
環

境
基

盤
と

な
る

集
落

道
な

ど
を

整
備

し
、

地
域

の
活

性
化

を
図

る
。

農
業

用
用

水
路

や
農

道
の

整
備

に
よ

り
農

業
生

産
性

の
向

上
や

農
業

集
落

道
の

整
備

に
よ

り
農

村
生

活
環

境
の

向
上

が
図

ら
れ

た
。

農
業

用
用

排
水

施
設

　
延

長
4
,8

0
1
m

、
農

道
整

備
　

延
長

4
,0

6
0
m

、
農

用
地

開
発

　
面

積
4
.2

h
a、

活
性

化
施

設
　

1
箇

所
等

◯
0
.5

2

事
業

費
が

1
0
億

円
以

下
の

た
め

対
象

外
事

業
で

あ
る

が
、

農
村

整
備

事
業

を
代

表
す

る
工

種
で

あ
り

、
同

種
事

業
の

参
考

と
な

る

4
7

農
林

漁
業

用
揮

発
油

税
財

源
身

替
農

道
整

備
事

業
見

高
稲

取
東

伊
豆

町
、

河
津

町

0
.1

6
4
8

地
域

用
水

環
境

整
備

事
業

志
太

藤
枝

市
、

島
田

市
他

農
道

工
　

延
長

1
,7

5
0
m

地
域

用
水

の
有

す
る

多
面

的
機

能
の

維
持

増
進

に
資

す
る

施
設

を
整

備
し

、
農

村
地

域
に

お
け

る
生

活
空

間
の

質
的

向
上

を
図

る
。

大
井

川
用

水
を

防
災

水
利

に
有

効
活

用
す

る
こ

と
で

、
防

火
用

水
の

少
な

い
地

域
で

安
全

・
安

心
な

生
活

環
境

が
確

保
さ

れ
た

。

防
火

用
水

施
設

　
1
1
箇

所

幹
線

道
路

を
整

備
し

、
農

作
物

、
資

材
の

運
搬

の
円

滑
化

と
農

業
生

産
の

近
代

化
、

農
村

環
境

の
改

善
を

図
る

。

輸
送

や
通

作
の

時
間

短
縮

、
輸

送
時

の
荷

痛
み

の
減

少
に

よ
り

、
農

業
生

産
性

の
向

上
が

図
ら

れ
た

。
◎

1
.9

5

資料6 - 5



事
業

期
間

上
段

：
当

初
上

段
：
当

初
Ａ

変
動

率
下

段
：
実

績
下

段
：
実

績
Ｂ

Ｂ
／

Ａ

№
関

係
市

町
箇

所
名

事
業

名
委

員
の

選
定

事
　

　
業

　
　

概
　

　
要

事
業

目
的

事
業

効
果

事
業

内
容

特
記

事
項

Ｈ
2
8
年

度
事

後
評

価
実

施
全

体
事

業
費

H
2
2

2
0

H
2
2

1
9

H
2
2

1
3

H
2
2

1
4

H
2
2

1
4

H
2
2

1
2

H
2
2

5
1

H
2
2

5
2

H
2
2

2
8

H
2
2

2
4

H
2
2

2
6

H
2
2

2
5

H
2
2

1
5

H
2
2

1
4

Ｈ
2
2

4
0

Ｈ
2
2

4
1

Ｈ
2
2

7

Ｈ
2
2

7

Ｈ
2
1

8

Ｈ
2
1
～

Ｈ
2
2

5

Ｈ
2
1
～

Ｈ
2
2

2
9

Ｈ
2
1
～

Ｈ
2
2

2
9

Ｈ
2
1
～

H
2
2

6
9

Ｈ
2
1
～

H
2
2

7
3

Ｈ
2
0
～

H
2
3

1
8
8

Ｈ
2
0
～

H
2
2

2
0
2

Ｈ
2
1
～

H
2
4

1
5
6

Ｈ
2
1
～

H
2
2

9
7

H
2
0
～

H
2
2

1
0
9

H
2
0
～

H
2
2

1
0
6

H
2
0
～

H
2
3

9
6

H
2
0
～

H
2
2

7
4

7
8

治
山

事
業

(復
旧

治
山

)
榛

原
郡

川
根

本
町

下
長

尾
（
大

グ
ル

ミ
沢

）
榛

原
郡

川
根

本
町

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
7
基

山
腹

工
0
.3

6
h
a

0
.9

7

0
.7

7

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

0
.6

2
7
6

治
山

事
業

(復
旧

治
山

)
坂

本
(茶

ノ
木

段
)

静
岡

市
葵

区
谷

止
工

4
基

床
固

工
5
基

流
路

工
6
3
.3

ｍ

7
7

治
山

事
業

(復
旧

治
山

)
島

田
市

大
草

（
会

下
沢

）
島

田
市

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
5
基

山
腹

工
 1

.1
5
h
a

総
事

業
費

５
億

円
未

満
で

対
象

外
事

業
と

な
っ

て
い

る
が

、
対

象
外

事
業

の
う

ち
事

業
費

最
大

○

7
4

治
山

事
業

(復
旧

治
山

)
諸

子
沢

(八
幡

沢
)

静
岡

市
葵

区
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
5
基

山
腹

工
0
.1

2
h
a

7
5

治
山

事
業

(復
旧

治
山

)
入

　
島

　
(田

地
原

沢
)

静
岡

市
葵

区
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
6
基

山
腹

工
0
.8

6
h
a

1
.0

7

1
.0

0

1
.0

6

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

0
.6

3
7
2

治
山

事
業

(保
安

林
改

良
)

内
房

（
大

晦
日

）
富

士
宮

市
本

数
調

整
伐

1
4
.9

9
h
a

7
3

治
山

事
業

(奥
地

保
安

林
)

根
原

（
宝

山
）

富
士

宮
市

奥
地

水
源

地
域

等
の

荒
廃

地
や

荒
廃

森
林

に
お

い
て

施
設

整
備

と
森

林
整

備
を

一
体

的
に

実
施

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
ま

た
、

森
林

整
備

の
実

施
に

よ
り

当
該

森
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

谷
止

工
2
基

本
数

調
整

伐
5
1
.6

3
h
a

作
業

道
2
,2

9
0
ｍ

7
0

治
山

事
業

(予
防

治
山

)
内

房
（
大

嵐
）

富
士

宮
市

荒
廃

の
き

ざ
し

の
あ

る
渓

流
な

ど
の

荒
廃

危
険

山
地

の
崩

壊
等

を
未

然
に

防
止

す
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
2
基

山
腹

工
0
.2

6
h
a

7
1

治
山

事
業

(保
安

林
改

良
)

桑
崎

（
越

前
岳

）
富

士
市

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
1
7
.0

0
h
a

1
.0

0

0
.9

3

1
.0

3

災
害

に
よ

り
発

生
、

拡
大

し
た

山
腹

荒
廃

地
及

び
荒

廃
渓

流
を

緊
急

に
復

旧
整

備
す

る
。

山
腹

荒
廃

地
及

び
荒

廃
渓

流
も

復
旧

し
、

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

土
砂

の
流

出
は

見
ら

れ
な

い
。

0
.9

6
6
8

治
山

事
業

(災
害

関
連

緊
急

治
山

)
湯

船
(ネ

リ
坂

)
駿

東
郡

小
山

町
谷

止
工

1
基

山
腹

工
0
.1

2
h
a

6
9

治
山

事
業

(災
害

関
連

緊
急

治
山

)
湯

船
(坊

ヶ
沢

)
駿

東
郡

小
山

町
災

害
に

よ
り

発
生

、
拡

大
し

た
荒

廃
渓

流
を

緊
急

に
復

旧
整

備
す

る
。

荒
廃

渓
流

も
復

旧
し

、
豪

雨
時

に
も

下
流

へ
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
谷

止
工

1
基

6
6

治
山

事
業

(災
害

関
連

緊
急

治
山

)
生

土
(東

沢
)

駿
東

郡
小

山
町

災
害

に
よ

り
発

生
、

拡
大

し
た

荒
廃

渓
流

を
緊

急
に

復
旧

整
備

す
る

。

荒
廃

渓
流

も
復

旧
し

、
豪

雨
時

に
も

下
流

へ
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
谷

止
工

1
基

6
7

治
山

事
業

(災
害

関
連

緊
急

治
山

)
生

土
(頓

沢
)

駿
東

郡
小

山
町

災
害

に
よ

り
発

生
、

拡
大

し
た

荒
廃

渓
流

を
緊

急
に

復
旧

整
備

す
る

。

荒
廃

渓
流

も
復

旧
し

、
豪

雨
時

に
も

下
流

へ
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。

床
固

工
2
基

護
岸

工
9
3
.0

m
0
.8

6

0
.8

6

1
.0

2

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

1
.0

8
6
4

治
山

事
業

(保
安

林
改

良
)

土
肥

(赤
沢

中
谷

)
伊

豆
市

本
数

調
整

伐
3
8
.6

9
h
a

6
5

治
山

事
業

(災
害

関
連

緊
急

治
山

)
湯

船
(中

平
)

駿
東

郡
小

山
町

災
害

に
よ

り
発

生
、

拡
大

し
た

山
腹

荒
廃

地
を

緊
急

に
復

旧
整

備
す

る
。

山
腹

荒
廃

地
も

復
旧

し
、

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

土
砂

の
流

出
は

見
ら

れ
な

い
。

山
腹

工
0
.1

0
h
a

6
3

治
山

事
業

(予
防

治
山

)
浮

橋
（
外

野
）

伊
豆

の
国

市
荒

廃
の

き
ざ

し
の

あ
る

渓
流

な
ど

の
荒

廃
危

険
山

地
の

崩
壊

等
を

未
然

に
防

止
す

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
1
基

0
.9

5
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事
業

期
間

上
段

：
当

初
上

段
：
当

初
Ａ

変
動

率
下

段
：
実

績
下

段
：
実

績
Ｂ

Ｂ
／

Ａ

№
関

係
市

町
箇

所
名

事
業

名
委

員
の

選
定

事
　

　
業

　
　

概
　

　
要

事
業

目
的

事
業

効
果

事
業

内
容

特
記

事
項

Ｈ
2
8
年

度
事

後
評

価
実

施
全

体
事

業
費

H
1
9
～

H
2
3

8
9

H
1
9
～

H
2
2

6
6

H
2
0
～

H
2
2

8

H
2
2

5

H
2
2

7

H
2
2

4

Ｈ
2
2

2
7

Ｈ
2
2

2
7

Ｈ
2
2

6

Ｈ
2
2

6

H
1
8
～

H
2
0

9
4

H
1
8
～

H
2
2

6
5

H
1
8
～

H
2
2

1
2
3

H
1
8
～

H
2
2

1
5
5

H
1
7
～

H
1
9

1
1
0

H
1
7
～

H
2
2

1
1
8

H
2
2

1
8

H
2
2

1
8

H
2
1

7

H
2
1
～

H
2
2

6

H
2
2

5

H
2
2

4

H
2
2

1
1

H
2
2

9

H
2
2

7

H
2
2

6

H
2
1

6

H
2
1
～

H
2
2

1
6

道
路

・
街

路
事

業
の

継
続

実
施

中
は

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

中
で

あ
り

、
全

線
供

用
時

点
で

評
価

対
象

と
す

る
。

9
2

治
山

事
業

(保
安

林
改

良
)

水
窪

町
奥

領
家

（
池

島
）

浜
松

市
天

竜
区

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
3
4
.8

0
a

2
.6

7

8
8

治
山

事
業

(保
安

林
改

良
)

熊
（
氷

ノ
元

）
浜

松
市

天
竜

区

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
1
7
.7

3
h
a

0
.8

6

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

0
.8

0
本

数
調

整
伐

1
0
.0

6
h
a

8
9

治
山

事
業

(保
安

林
改

良
)

山
 東

　
（
光

 明
 山

）
浜

松
市

天
竜

区

8
6

治
山

事
業

(復
旧

治
山

)
水

窪
町

山
住

（
シ

タ
ノ

ク
チ

沢
浜

松
市

天
竜

区

9
0

治
山

事
業

(保
安

林
改

良
)

龍
山

町
瀬

尻
（
桐

ノ
木

沢
）

浜
松

市
天

竜
区

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
2
2
.6

5
h
a

0
.8

2

0
.8

6
9
1

治
山

事
業

(保
安

林
改

良
)

山
東

（
大

沢
）

浜
松

市
天

竜
区

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
2
0
.3

4
h
a

1
.0

7

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

0
.6

9
8
4

治
山

事
業

(復
旧

治
山

)
春

野
町

和
泉

平
（
原

山
）

浜
松

市
天

竜
区

山
腹

工
0
.2

3
h
a

8
5

治
山

事
業

(復
旧

治
山

)
春

野
町

堀
之

内
（
向

山
）

浜
松

市
天

竜
区

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
2
基

山
腹

工
0
.6

2
h
a

1
.0

0
8
7

治
山

事
業

(予
防

治
山

)
春

野
町

杉
（
太

郎
馬

沢
）

浜
松

市
天

竜
区

谷
止

2
工

基
山

腹
1
.3

8
h
a

荒
廃

の
き

ざ
し

の
あ

る
渓

流
な

ど
の

荒
廃

危
険

山
地

の
崩

壊
等

を
未

然
に

防
止

す
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
谷

止
工

2
基

山
腹

荒
廃

地
、

荒
廃

渓
流

な
ど

の
荒

廃
山

地
を

復
旧

整
備

し
、

災
害

の
防

止
、

軽
減

を
図

る
。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

1
.0

0

1
.2

6

8
2

治
山

事
業

(保
安

林
改

良
)

篠
原

町
浜

松
市

西
区

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
5
0
.0

h
a

1
.0

0
8
3

治
山

事
業

(保
安

林
改

良
)

引
佐

町
渋

川
（
猪

穴
ク

ボ
）

浜
松

市
北

区

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
1
9
.8

6
h
a

0
.5

7

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

0
.6

3
8
0

治
山

事
業

(保
安

林
改

良
)

榛
原

郡
川

根
本

町
（
壱

町
河

内
）

榛
原

郡
川

根
本

町
本

数
調

整
伐

3
0
.0

h
a

8
1

治
山

事
業

(保
安

林
改

良
)

榛
原

郡
川

根
本

町
（
千

頭
）

榛
原

郡
川

根
本

町

過
密

化
に

よ
る

表
土

の
流

出
等

、
水

土
保

全
機

能
が

低
下

し
た

保
安

林
に

つ
い

て
森

林
整

備
を

行
い

、
保

安
林

機
能

の
維

持
強

化
を

図
る

。

本
数

調
整

伐
に

よ
り

、
保

安
林

の
機

能
が

回
復

し
つ

つ
あ

る
。

本
数

調
整

伐
1
6
.5

9
h
a

7
9

治
山

事
業

(復
旧

治
山

)
藤

枝
市

谷
稲

葉
（
三

郎
ケ

沢
）

藤
枝

市
山

腹
荒

廃
地

、
荒

廃
渓

流
な

ど
の

荒
廃

山
地

を
復

旧
整

備
し

、
災

害
の

防
止

、
軽

減
を

図
る

。

台
風

等
の

豪
雨

時
に

も
下

流
へ

の
土

砂
の

流
出

は
見

ら
れ

な
い

。
荒

廃
山

地
の

拡
大

も
無

い
。

谷
止

工
6
基

流
路

工
5
8
.6

ｍ
護

岸
工

3
3
.2

ｍ
山

腹
工

0
.2

0
h
a

0
.7

4

資料6 - 7



 
 

事
後
評
価

対
象
の
範

囲
 

 １
 
交
通
基
盤
部
所
管
事
業
 

対
象
事
業
①
･
･
･
（
実
施
期
間
）
事
業

完
了
後
５
年
以
内
ま
で
に
実
施
（
事
後
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
年
度
の
年
度
末
ま
で
）
 

道
路
事
業
 

（
道
路
局
）
 

河
川
・
ダ
ム
・
海
岸
事
業
 

（
河
川
砂
防
局
）
 

砂
防
・
地
す
べ
り
・
急
傾
斜
事
業
 

（
河
川
砂
防
局
）
 

港
湾
事
業
 

（
港
湾
局
）
 

新
設
・
改
築
に
係
る
事
業
の
う
ち
、
 

・
全
体
計
画
が
１
k
m
以
上
か
つ
 

・
 全

体
事

業
費
が

1
5
億
円
以
上
の

事
業
 

 

河
川
・
ダ
ム
及
び
海
岸
事
業
の
う
ち

次
の

事
業

を
除

く
す

べ
て

の
事

業

を
対
象
。
 

・
河
川
工
作
物
関
連
応
急
対
策
事
業
 

・
河
川
修
繕
事
業
 

・
堰

堤
修

繕
事

業
等

の
維

持
・

修
繕

事
業
に
係
る
事
業
 

・
災
害
復
旧
に
係
る
事
業
 

・
全

体
事

業
費

が
６

億
円

未
満

の
事

業
 

砂
防
等
事
業
の
う
ち
、
 

次
の

事
業

を
除

く
す

べ
て

の
事

業
を

対
象
。
 

・
災
害
に
係
る
事
業
及
び
修
繕
事
業
 

・
全
体
事
業
費
が
 

砂
防
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

は
５
億
円
未

満
の
事
業
、
 

地
す
べ
り
対

策
事
業
は

1
0
億
円

未
満
の
事
業

 

※
施
設
周
辺
を

含
め
て
著

し
い
土
砂

災
害

が
発

生
し

た
箇

所
は

こ
の

限

り
で
は
な
い
 

港
湾

整
備

事
業

及
び

港
湾

海
岸

事

業
の
う
ち
、
 

次
の

事
業

を
除

く
す

べ
て

の
事

業

を
対
象
。
 

・
維
持
・
管
理
に
係
る
事
業
 

・
災
害
復
旧
に
係
る
事
業
 

・
港

湾
統

合
補

助
、

海
岸

保
全

施

設
補

修
事

業
及

び
施

設
の

軽
易

な
機
能
向
上
に
係
る
事
業
で
 

事
業
費
５
億
円
以
下
の
事
業
 

 

 

街
路
事
業
 

（
都
市
局
）
 

街
路
（
鉄
道
高
架
）
事
業

※
 

（
都
市
局
）
 

土
地
区
画
整
理
事
業
※
 

（
都
市
局
）
 

流
域
下
水
道
事
業
 

（
都
市
局
）
 

都
市
公
園
事
業
 

（
都
市
局
）
 

新
設
・
改
築
に
係
る
事
業
の
う
ち
、
 

・
全
体
事
業
費
が

1
0
億
円
以
上
 

・
バ

イ
パ

ス
又

は
、

車
線

数
を

倍

以
上
と
す
る
事
業
。
 

鉄
道
高
架
事
業
の
う
ち
 

管
理

に
係

る
事

業
を

除

く
全
て
の
事
業
を
対
象
。
 

土
地

区
画

整
理

事
業

の
う

ち
都

市
災

害
復

旧
事

業
を

除
く
全
て
の
事
業
を
対
象
。
 

流
域

下
水

道
事

業
の

う
ち

維
持

管
理

及
び

災
害

復
旧

に
係

る
事

業
等

を
除

く
全

て
の
事
業
を
対
象
。
 

都
市

公
園

事
業

の
う

ち
管

理
に

係
る

事
業

を
除

く
全

て
の
事
業
を
対
象
。
 

※
印
は
仮
案

。
国
土
交
通
省
か
ら
事
後
評
価
実
施
細
目
が
通
知
さ
れ
た
後
、
決
定
す
る
。
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住
宅
市
街
地
基
盤
整
備
事
業
※
 

（
都
市
局
）
 

住
宅
宅
地
関
連
公
共
施
設
等
総
合
整
備
事
業
を
構
成
す
る
全
て
の
要
素
事
業
（
住
宅
宅
地
事
業
推
進
費
を
除
く
）
と
、
団
地
を
評
価
の
対
象
範
囲
と
す
る
。

た
だ
し
、
個
々
の
要
素
事
業
の
評
価
に
あ
っ
て
は
下
記
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
 

 

※
 印

は
仮
案
。
国
土
交
通
省
か
ら
事
後
評
価
判
断
基
準
が
通
知
さ
れ
た
後
、
対
象
範
囲
を
決
定
す
る
。

 

 

要
 
素
 
事
 
業
 

対
 
象
 
範
 
囲
 

県  事  業 

道
路
 

全
体
事
業
費
が

1
5
億
円
以
上
、
 

か
つ
全
体
計
画
延
長
が
１
k
m
以
上
 

街
路
 

全
体
事
業
費
が

1
0
億
円
以
上
 

河
川
 

全
体
事
業
費
が
６
億
円
以
上
 

砂
防
 

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
 

全
体
事
業
費
が
５
億
円
以
上
 
土
砂
災
害
が
あ
っ
た
箇
所
 

地
す
べ
り
 

全
体
事
業
費
が

1
0
億
円
以
上
 
土
砂
災
害
が
あ
っ
た
箇
所
 

区
画
整
理
 

全
て
を
対
象
と
す
る

 

下
水
道
 

全
て
を
対
象
と
す
る
 

公
園
 

全
て
を
対
象
と
す
る
 

市
町
村

事
業
に
つ
い
て
は
各
市
町
村
で
定
め
る
事
業
評
価
実
施
要
件
に
よ
る
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対
象
事
業
②
･
･
･
（
実
施
期
間
）
事
業

完
了
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
経
過
し
た
日
の
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
に
実
施
 
 
 

農
業
農
村
整
備
事
業
 

（
農
地
局
・
河
川
砂
防
局
）
 

森
林
整
備
保
全
事
業
 

（
森
林
局
・
河
川
砂
防
局
）
 

水
産
関
係
公
共
事
業
 

（
港
湾
局
）
 

下
記
の
事
業
区
分
に
つ
い
て
 

・
１
区
分
あ
た
り
１
地
区
以
上
目
途
 

・
事
業
の
規
模
・
特
性
等
を
考
慮
し
て
、
総
事
業

費
概
ね
1
0
億
円
以
上
を
目
安
に
選
定
。
 

  

下
記
の
事
業
区
分
に
つ
い
て
 

・
１
区
分
あ
た
り
１
地
区
以
上
目
途
 

・
事

業
の

規
模

・
特

性
等

を
考

慮
し

て
、

総
事

業

費
概
ね
５
億
円
以
上
を
目
安
に
選
定
。
 

 林
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
 

対
象
を
新
規
開
設
事
業
に
限
定
。
 

 ＜
事
業
区
分
＞
 

・
治
山
事
業
 

・
林
道
事
業
 

 

下
記
の
事
業
区
分
に
つ
い
て
 

・
１
区
分
あ
た
り
１
地
区
以
上
目
途
 

・
事
業
の
規
模
・
特
性
等
を
考
慮
し
て
、
総
事
業

費
概
ね
1
0
億
円
以
上
を
目
安
に
選
定
。
 

 ＜
事
業
区
分
＞
 

・
漁
港
漁
場
整
備
事
業
 

・
水
産
基
盤
整
備
事
業
 

・
海
岸
保
全
施
設
整
備
事

業
及
び
海
岸
環
境
 
整

備
事
業
 

※
農
業
農
村
整
備
事
業
及
び
森
林
整
備
事

業
の
う
ち
、
地
す
べ
り
防
止
事
業
は
河
川
砂
防
局
砂
防
課
所
管
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  ２
 
く
ら
し
・
環
境
部
所
管
事
業
 

対
象
事
業
･
･
･
（
実
施
期
間
）
事
業
完
了

後
５
年
以
内
ま
で
に
実
施
（
事
後
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
年
度
の
年
度
末
ま
で
）
 

公
 
営
 
住
 
宅
 
等
 

（
建
築
住
宅
局
）
 

公
営
住
宅
事
業
に
係
る
事
業
の
う
ち
、
 

維
持
管
理
及
び
施
設
改
善
に
係
る
事
業
、
災
害
復
旧
に
係
る
事
業
等
を
除
く
全
て
の
事
業
と
す
る
。
 

 

３
 
経
済
産
業
部
所
管
事
業
 

対
象
事
業
･
･
･
（
実
施
期
間
）
事
業
完
了

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
経
過
し
た
日
の
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
に
実
施
 

草
地
開
発

整
備
事
業
等
 

（
農
林

業
局
）
 

水
産
関
係
公
共
事
 

（
水
産
業
局
）
 

下
記
の
事
業
区
分
に
つ
い
て
 

・
１
区
分
あ
た
り
１
地
区
以
上
目
途
 

・
事
業
の
規
模
・
特
性
等
を
考
慮
し
て
、
総
事
業
費
概
ね
1
0
億
円
以
上
を
目
安

に
選
定
。
 

＜
事
業
区
分
＞
 

・
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
 

・
畜
産
基
盤
再
編
総
合
整
備
事
業
 

 

下
記
の
事
業
区
分
に
つ
い
て
 

・
１
区
分
あ
た
り
１
地
区
以
上
目
途
 

・
事
業
の
規
模
・
特
性
等
を
考
慮
し
て
、
総
事
業
費
概
ね
1
0
億
円
以
上
を

目
安
に
選
定
。
 

＜
事
業
区
分
＞
 

・
漁
港
漁
場
整
備
事
業
 

・
水
産
基
盤
整
備
事
業
 

・
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
及
び
海
岸
環
境
整
備
事
業
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